
「新たな総合戦略（2020～2024）」骨子
（ｖｓ東京『とくしま回帰』総合戦略～未知の世界への挑戦～（仮称））

１ 策定方針
第１期の取組成果と課題を踏まえ、人口減少の克服、安心して暮らすことが

できる持続可能な地域社会の実現を目指し「人口ビジョン」を見直しの上、
将来展望に向け、県を挙げて取り組むべき2020年からの新たな５カ年戦略を策定

２ 基本姿勢
・ＳＤＧｓの理念に沿った地方創生の実現に資する取組みの推進
・モノやサービスの生産性や利便性を飛躍的に向上させるSociety5.0の実現推進
をはじめとする、新たな取組み「未知への挑戦」を挙県一致で強力に展開

・学校教育はもとより、地方創生の根幹となる人材の育成に向けた取組みを強化
・県議会での審議に加え、県内外の若者や外国人など多様な意見を反映
・市町村との情報共有や連絡相談支援体制の構築による連携強化
・外部有識者が参画した「ＰＤＣＡサイクル」により進化し続ける戦略運営

３ 基本目標と戦略の概念
・基本目標、構成については、基本的に第１期戦略から継続
・基本目標に係る数値目標は「新たな人口ビジョン」などを踏まえ設定

「ひと」と「しごと」の好循環創出により
「とくしま回帰」を加速し、持続可能な地域社会を実現

【基本目標２】

【基本目標１】 地域を支える「魅力的なしごと」づくり

｢未来を担うひとの流れ｣づくり
【基本目標３】
結婚・出産・子育て「希望がかなう環境｣づくり

【基本目標４】
安全・安心「持続可能な地域社会」づくり

４ 具体的施策《課題解決への処方箋》
（１）「未来を担うひとの流れ」づくり

・若者・女性などをターゲットとした戦略的な移住施策等の強化
・新たな地域の担い手の創出・企業版ふるさと納税の促進などにつながる
「徳島ファン」の創出・拡大

・「ふるさと教育」をはじめとする地域の将来を支える人材の育成
・政府関係機関移転の更なる推進

（２）地域を支える「魅力的なしごと」づくり
・農林水産物をはじめとする世界に誇る「とくしまブランド」の戦略的展開
・好機をとらえた観光誘客の更なる強化
・Society5.0の実現や徳島の強みである「光」を軸とした関連産業振興や
地域経済を支える中小企業支援による魅力ある就業機会の創出

（３）結婚・出産・子育て「希望がかなう環境」づくり、
・子育てトータルサポートの強力展開
・未来技術を活用した多様な働き方の推進など
「ワーク・ライフ・バランス」の実現に向けた取組み

・困難を抱える子どもやＤＶ問題等にきめ細やかに手をさしのべる社会の実現

（４）安全・安心「持続可能な地域社会」づくり
・地域課題の克服に向けたSociety5.0の実現
・地方創生の基盤「県土強靱化」と「事前復興」の推進
・人生100年時代に向けた｢フレイル対策｣など健康寿命延伸に向けた取組みや
アクティブシニアの活躍推進

・外国人をはじめ誰もが活躍できるダイバーシティの実現

資料３


